4.各部門の活動内容　臨床工学科 by 宮本 亜紀
■臨床工学科
20年度目標
　1．安全な医療機器の提供
　　○点検期間…内容の見直しを行い点検・修理を計画的に行う
　　○シリンジ・輸液ポンプ・呼吸器…使用前日常点検項目の見直しと作成
　　0マニュアルの整理を行い検討する。
　　〈評　価〉
　　　　昨年度は機器メンテナンスの研修に多く参加することができた。定期点検などすぐに実践できる内容で
　　　あり技術の向上という面では非常に役立っものであった。点検内容などの見直しについては情報などをも
　　　とに見直しを行っている。
　　　　マニュアル　手順については未完成の為継続目標とする。
2．安全安心の透析医療の提供
ONsとの情報交換を充実させ迅速且っわかりやすい患者への情報提供を行う
○自らの技術、知識向上を目指す
　〈評　価〉
　　透析業務は多忙化もあり患者が満足する情報提供ができているかは疑問であった。わかりやすく情報提
　供し更に患者が興味をもってくれるよう検討していきたい。そのためには自らの知識も必要でありそれぞ
　れが正しい知識をもてるよう勉強会など行っていたが昨年度は数が少なかったため、透析室内での勉強会
　　についてもNsと協力し力をいれていきたい。
3．医療事故防止
○機器についての説明会を定期的に行う
○機器の使用手川頁の作成
○エラー原因の原因の究明を行い予防策を実施する
0感染について意識を高める
　〈評　価〉
　　昨年度のインシデント件数は7件であった。レベル1が6件レベル2が1件、数もレベルも高いものは
　　なかったが、ほとんどがルール違反が原因となっておりルール厳守されれば防ぐことのできることであっ
　　た。今年度は昨年度を教訓に基本的なことであるルール厳守も改めて目標とし事故防止に努めたい。
　　機器の説明会においては新規購入の機器のみ行ったが今後も呼吸器、輸液ポンプ、シリンジポンプなど
　　については正しい使用方法を浸透させるよう行いたい。
4．教育の充実
○院外研修　発表への積極的参加
○日常業務に即した学習会を行う
　〈評　価〉
　　研修には積極的に参加し、知識、技術を身につけることができ、得た知識を確実にできるようすぐに実
　回するようにした。内容の検討、他スタッフへの伝達を行い統一した知識がもてるようにしている。
　　院外での発表は1演題であった。
研修内容
　H20年6月
　　　　7月
保守管理セミナー
電気メスセミナー
テルモ　TE－131　メンテナンス研修
　　　　TE－161　メンテナンス研修
東機貿　NEWPORT　e－360メンテナンス研修
第3回血液浄化セミナー
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9月　第3回医療機器安全セミナー
　　　第3回実習指導者講習会
　　　メラサキュームメンテナンス研修
　　　テルモシリンジポンプメンテナンス研修
10月　医療機器安全管理責任者育成講習会
　　　第9回北海道透析技術談話会
　　　血液浄化関連統計ビデオセミナー
　　　H2！年2月　札幌市病院学会発表
　　　日機装透析機器メンテナンス研修
今後の展望
　　今年度は医療機器の点検内容と期間を見直し計画に従い始めている。
　　今後も知識、技術の向上、情報収集を積極的に行い安全な医療機器の提供をしていきたい。透析業務も多忙
　であるがそれぞれが日常業務の中で問題意識を持ち、事故防止に努めNsと協力しよりよい透析医療を提供で
　きるようよりいっそう努力していく。
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